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１
一
多
様
な
働
き
方
と
は

　
働
き
方
が
多
様
化
し
て
い
る
。
特
定
の
企
業
に
継

続
的
に
雇
用
さ
れ
、
九
時
五
時
労
働
の
フ
ル
タ
イ
ム

勤
務
の
働
き
方
を
「
典
型
労
働
」
と
定
義
す
る
と
、

そ
れ
以
外
の
働
き
方
で
あ
る
「
非
典
型
労
働
」
の
拡

大
が
確
認
で
き
る
。
「
非
典
型
労
働
」
の
拡
大
が
、

働
き
方
の
多
様
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
「
典
型
労
働
」
は
、
従
来
型
の
正
規
従
業
員
の
働

き
方
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
典
型

労
働
」
以
外
の
働
き
方
と
し
て
、
短
時
間
勤
務
の
非

正
規
従
業
目
］
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
）
、
フ
ル
タ
イ
ム

の
年
契
約
社
員
、
雇
用
先
と
は
異
な
る
職
場
で
そ
の

指
揮
命
令
の
下
に
労
働
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
派
遣

労
働
者
（
と
り
わ
け
登
録
型
の
派
遣
労
働
者
）
な
ど

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
非
正
規
従
業
員

だ
け
で
な
く
、
正
規
従
業
員
の
内
部
で
も
働
き
方
が

多
様
化
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
労
働
時
間
の
弾

力
化
で
あ
る
。
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
で
あ
っ
て
も
仕
事

や
生
活
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
出
退
勤
時
間
を
一
定

の
枠
内
で
自
己
管
理
で
き
る
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

や
、
時
間
管
理
を
せ
ず
に
仕
事
の
進
捗
管
理
を
従
業

員
自
身
に
任
せ
る
裁
量
労
働
制
（
「
企
画
職
型
」
の

裁
量
労
働
制
は
二
〇
〇
〇
年
四
月
か
ら
導
入
可
能
）

な
ど
で
あ
る
（
佐
藤
博
樹
、
一
九
九
七
）
。
ま
た
時

間
管
理
だ
け
で
な
く
、
給
与
が
時
間
で
な
く
成
果
で

支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
つ
ま
り
給
与
が
報
酬

化
す
る
と
、
企
業
内
に
お
け
る
雇
用
者
の
働
き
方
の

自
営
業
者
化
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
、

主
た
る
仕
事
場
が
自
宅
と
な
る
在
宅
雇
用
者
な
ど
も

「
非
典
型
労
働
」
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま

り
「
非
典
型
労
働
」
は
、
非
正
規
従
業
員
だ
け
で
な

く
、
正
規
従
業
員
内
部
に
も
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。

　
在
宅
雇
用
だ
け
で
な
く
、
情
報
通
信
技
術
の
発
展

に
よ
る
在
宅
就
業
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
し
か
し

こ
う
し
た
新
し
い
在
宅
就
業
を
従
来
の
自
営
業
か
ら

明
確
に
区
分
す
る
基
準
を
設
け
る
こ
と
は
難
し
い
。

従
来
の
自
営
業
に
お
い
て
も
情
報
通
信
技
術
の
利
用

が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
情
報
通
信
技

術
を
利
用
し
て
自
宅
を
中
心
と
し
て
仕
事
を
行
う
在

宅
雇
用
と
在
宅
就
業
を
あ
わ
せ
て
在
宅
労
働
と
す
る

と
、
そ
の
多
く
は
在
宅
就
業
で
あ
り
、
在
宅
雇
用
は

き
わ
め
て
少
な
い
。
さ
ら
に
、
在
宅
雇
用
も
完
全
在

宅
雇
用
で
な
く
、
会
社
で
の
勤
務
を
組
み
合
わ
せ
て

部
分
在
宅
雇
用
が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
日
本

労
働
研
究
機
構
、
一
九
九
五
）
。

　
「
非
典
型
労
働
」
が
増
加
し
て
い
る
と
述
べ
た
が
、

そ
う
し
た
働
き
方
が
こ
れ
ま
で
存
在
し
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
臨
時
工
や
社
外

工
な
ど
は
、
長
い
歴
史
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
従
来

の
「
非
典
型
労
働
」
と
最
近
の
そ
れ
と
の
違
い
は
、

企
業
側
の
活
用
ニ
ー
ズ
だ
け
で
な
く
、
労
働
者
側
の

就
業
ニ
ー
ズ
に
即
し
て
多
様
な
働
き
方
が
誕
生
し
て

き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

２
一
多
様
な
働
き
方
の
担
い
手
と
そ
の
特
徴

　
　
「
非
典
型
労
働
」
が
増
え
て
き

た
と
述
べ
た
が
、
そ
の
量
的
な
把

握
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
。
い
く

っ
か
の
調
査
デ
ー
タ
を
検
討
す
る

こ
と
で
、
多
様
な
働
き
方
の
現
状

を
量
的
に
捉
え
て
み
よ
う
。
「
非

典
型
労
働
」
の
主
要
構
成
者
で
あ

る
非
正
規
従
業
員
を
主
と
し
て
取

り
あ
げ
る
。

産業小分類別にみた常用雇用者に

占める非正規従業員の比率の高い

業種(民営)

表－１

１
―
多
様
な
働
き
方
と
は

２
―
多
様
な
働
き
方
の
担
い
手
と
そ
の
特
徴

３
―
非
正
規
従
業
員
の
増
加
要
因

４
―
多
様
な
働
き
方
は
、
担
い
手
の
就
業
ニ
ー

　
　
ズ
に
合
っ
た
も
の
か

５
―
新
し
い
自
営
業



①
―
非
正
規
従
業
員
の
比
重

　
非
正
規
従
業
員
は
、
一
般
的
に
正
規
従
業
員
と
の

対
比
で
定
義
さ
れ
る
。
正
規
従
業
員
は
、
雇
用
期
間

の
定
め
の
な
い
労
働
者
で
、
長
期
の
雇
用
を
前
提
に

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
非
正
規
従
業

員
は
、
雇
用
期
間
に
定
め
の
あ
る
労
働
者
、
つ
ま
り

有
期
契
約
の
労
働
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
非
正
規
従

業
員
と
し
て
企
業
が
雇
用
管
理
し
て
い
る
従
業
員
の

す
べ
て
が
、
有
期
契
約
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
実

態
を
み
る
と
、
雇
用
期
間
に
定
め
の
な
い
労
働
者
で

あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
有
期
雇
用
で
あ
っ
て
も
雇
用

契
約
が
更
新
さ
れ
常
用
雇
用
化
し
て
い
る
者
が
あ
る
。

雇
用
期
間
に
定
め
が
な
か
っ
た
り
有
期
雇
用
で
あ
っ

て
も
常
用
雇
用
化
し
て
い
る
非
正
規
従
業
員
も
少
な

く
な
い
が
、
そ
れ
ら
が
非
正
規
従
業
員
と
さ
れ
る
の

は
、
企
業
か
雇
用
管
理
上
、
正
規
従
業
員
と
は
異
な

る
扱
い
を
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

　
事
業
所
調
査
で
、
正
規
従
業
員
と
非
正
規
従
業
員

の
構
成
率
を
見
る
と
、
非
農
林
業
の
役
員
を
除
く
常

用
雇
用
者
（
表
１
の
注
の
定
義
を
見
よ
）
に
占
め
る

正
規
従
業
員
は
七
五
・
八
％
で
、
非
正
規
従
業
員
は

二
四
・
二
％
で
あ
る
（
「
平
成
八
年
事
業
所
・
企
業

統
計
調
査
」
）
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
実
施
さ
れ
た
個
人
に

対
す
る
調
査
で
は
、
正
規
従
業
員
が
七
八
・
五
％
、

非
正
規
従
業
員
が
二
一
・
五
％
と
な
る
（
「
平
成
八

年
労
働
力
特
別
調
査
」
）
。
二
つ
の
調
査
で
、
正
規
従

業
員
と
非
正
規
従
業
員
の
割
合
が
異
な
る
が
、
雇
用

者
の
四
人
か
ら
五
人
に
一
人
が
非
正
規
従
業
員
で
あ

る
。
相
当
数
の
非
正
規
従
業
員
が
働
い
て
い
る
。
さ

ら
に
、
業
種
に
よ
っ
て
非
正
規
従
業
員
の
活
用
状
況

が
異
な
り
、
非
正
規
従
業
員
へ
の
依
存
度
が
き
わ
め

て
高
い
業
種
が
あ
る
。
例
え
ば
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
店
は
、

常
用
雇
用
者
の
約
九
割
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
非

正
規
従
業
員
で
あ
る
（
表
Ｉ
参
照
）
。

労
働
者
の
数
を
見
る
と
二
十
五
万
七
千
人
と
な
り
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
に
比
べ
る
と
絶
対
数
は
少
な

い
。
派
遣
労
働
者
の
五
分
の
四
が
女
性
で
、
女
性
で

は
二
十
歳
か
ら
三
十
九
歳
に
集
中
し
て
い
る
。

３
一
非
正
規
従
業
員
の
増
加
要
因

②
―
非
正
規
従
業
員
の
担
い
手

　
非
正
規
従
業
員
の
構
成
を
勤
務
先
の
呼
称
で
見
た

も
の
が
表
２
で
あ
る
。
同
表
の
b
）
と
C
)
に
よ
る
と
、

非
正
規
従
業
員
の
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
で
あ
り
な

が
ら
雇
用
期
間
に
定
め
の
な
い
者
（
四
百
七
十
二
万

人
）
や
雇
用
期
間
に
定
め
が
あ
る
臨
時
・
日
雇
で
あ

り
な
が
ら
正
規
従
業
員
と
し
て
呼
称
さ
れ
て
い
る
者

言
一
十
七
万
人
）
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
雇
用
者
計
の
a
)
で
非
正
規
従
業
員
の
属
性
を
見
る

と
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
は
女
性
、
と
り
わ
け
既
婚

女
性
（
主
婦
）
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
は
学
生
（
そ
の

多
く
は
大
学
生
）
が
、
嘱
託
・
そ
の
他
で
は
高
齢
者

が
多
い
。
主
婦
パ
ー
ト
や
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
と
い
う

呼
び
方
は
、
労
働
力
構
成
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
理
解
で
き
る
。
パ
ー
ト
と
ア
ル
バ
イ
ト
の
労

働
時
間
を
見
る
と
、
週
の
労
働
時
間
が
三
十
五
時
間

未
満
が
多
く
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
多
く
は
短

時
間
労
働
者
で
あ
る
。
嘱
託
・
そ
の
他
の
中
の
高
齢

者
（
五
十
五
歳
以
上
）
は
定
年
退
職
後
に
有
期
契
約

で
雇
用
さ
れ
た
者
が
多
く
、
四
十
歳
代
や
五
十
歳
代

に
は
専
門
的
な
知
識
や
経
験
を
活
用
す
る
た
め
に
一

年
契
約
な
ど
で
雇
用
さ
れ
た
契
約
社
員
が
含
ま
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
契
約
社
員
を
量
的
に
と
ら
え

た
調
査
は
少
な
い
が
、
労
働
省
政
策
調
査
部
編
二

九
九
六
）
の
契
約
一
登
録
社
員
が
こ
れ
に
該
当
す
る

と
す
る
と
、
非
正
規
従
業
員
の
一
割
弱
が
契
約
社
員

と
推
計
で
き
る
。

　
派
遣
労
働
者
は
、
同
表
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、

こ
の
調
査
で
は
、
雇
用
形
態
や
労
働
時
間
に
応
じ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
雇
用
形
態
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。

『
就
業
構
造
基
本
調
査
』
（
一
九
九
七
調
査
）
で
派
遣

一
　
特
集
・
多
様
化
す
る
働
き
方
と
こ
れ
か
ら
の
都
市
①
多
様
化
す
る
働
き
方
～
担
い
手
と
そ
の
特
徴

　
モ
ノ
を
生
産
す
る
製
造
業
が
減
少
し
サ
ー
ビ
ス
を

生
産
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
の
比
重
が
高
ま
る
な
ど
産
業

構
造
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
の
進
展
に
つ
れ

て
、
雇
用
者
に
占
め
る
非
正
規
従
業
員
の
比
重
が
増

加
し
て
き
た
。
サ
ー
ビ
ス
は
、
在
庫
や
輸
送
が
で
き

な
い
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
と
サ
ー
ビ
ス
の
消
費

が
同
時
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
特
質
を
持

つ
。
つ
ま
り
、
サ
ー
ビ
ス
需
要
が

発
生
し
た
時
点
に
そ
の
発
生
場
所

で
、
サ
ー
ビ
ス
を
生
産
し
提
供
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
さ
ら
に

サ
ー
ビ
ス
需
要
は
、
季
節
や
曜
日

や
時
間
帯
に
よ
っ
て
変
動
幅

（
ピ
ー
ク
と
オ
フ
ピ
ー
ク
の
差
）

が
大
き
い
場
合
が
多
い
こ
と
が
特

徴
と
な
る
。
こ
う
し
た
結
果
、
サ
ー

ビ
ス
需
要
の
ピ
ー
ク
時
に
合
わ
せ

て
正
規
従
業
員
を
雇
用
、
配
置
す

る
と
、
オ
フ
ピ
ー
ク
時
に
は
労
働

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
必
要
と
す
る

仕
事
が
な
く
、
余
剰
人
員
を
抱
え

込
む
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
こ

と
を
避
け
る
た
め
に
、
つ
ま
り

サ
ー
ビ
ス
需
要
の
繁
閑
に
応
じ
た

労
働
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
弾
力
的

に
調
整
可
能
な
雇
用
形
態
と
し
て

(万人)雇用者の従業上の地位表－２

注1）常用雇用者= 1年を超えるまたは期間を定めない雇用契約で雇われている者

　　　臨時雇＝1ヵ月以上1年以内の雇用契約で雇われている者

　　　日雇＝日々または1ヵ月未満の雇用契約で雇われている者

　2）正規の職員・従業員、パート・アルバイト、嘱託・その他は、勤務先での

　　呼称である。

　3）a）は非農林業でかつ休業者を含み、b）とｃ）は農林業を含み林業者を含

　　まないため、b）とｃ）の合計はa）と一致しない。ただし週35時間未満雇用

　　者数は、農林業を含む。

　4）女性や学生などは排他的でないため、重複して表示されている。

　（資料）総務庁統計局（平成８年労働力特別調査）

３●



バ
イ
ト
、
夜
・
深
夜
が
大
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

と
い
っ
た
時
間
帯
別
の
使
い
分
け
が
見
ら
れ
る
（
佐

藤
博
樹
、
一
九
八
八
）
。

　
以
上
は
企
業
側
の
活
用
理
由
で
あ
る
が
、
パ
ー
ト

や
ア
ル
バ
イ
ト
の
増
加
の
背
景
に
は
、
パ
ー
ト
や
ア

ル
バ
イ
ト
と
い
っ
た
雇
用
形
態
を
希
望
す
る
労
働
者

の
増
加
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
労
働
省
政
策
調
査
部

編
、
一
九
九
六
、
一
九
九
七
）
。
パ
ー
ト
に
関
し
て

は
、
主
婦
層
を
中
心
に
、
家
庭
生
活
と
両
立
が
可
能

な
弾
力
的
な
雇
用
形
態
（
「
自
分
の
都
合
の
良
い
時

間
や
日
に
働
け
る
か
ら
」
）
と
し
て
選
好
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
点
を
つ
ぎ
に
検
討
し
よ
う
。

非
正
規
従
業
員
、
と
り
わ
け
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト

の
活
用
が
広
が
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
活
用
は
、

需
要
の
繁
閑
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
だ
け
で
は
な

い
。
例
え
ば
、
製
造
業
で
は
一
九
五
〇
年
代
末
か
ら

六
〇
年
代
後
半
に
か
け
て
臨
時
工
に
代
わ
っ
て
主
婦

パ
ー
ト
の
活
用
が
増
加
し
た
が
、
こ
れ
は
若
年
労
働

者
の
不
足
を
補
う
こ
と
が
主
た
る
目
的
で
あ
っ
た
。

ま
た
最
近
の
調
査
に
よ
る
と
、
企
業
が
パ
ー
ト
や
ア

ル
バ
イ
ト
を
活
用
す
る
理
由
は
、
業
務
の
繁
閑
へ
の

対
応
だ
け
で
な
く
、
仕
事
内
容
が
簡
単
で
あ
る
た
め
、

労
務
コ
ス
ト
の
効
率
化
の
た
め
、
営
業
時
間
の
延
長

へ
の
対
応
の
た
め
な
ど
多
様
で
あ
る
（
労
働
省
政
策

調
査
部
編
、
一
九
九
六
、
一
九
九
七
）
。
な
お
、
契

約
社
員
は
、
特
定
の
業
務
に
必
要
な
専
門
的
な
知
識

や
経
験
を
有
し
た
労
働
者
を
、
雇
用
し
た
り
処
遇
す

る
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
（
労
働
省
政
策
調
査
部

編
、
一
九
九
六
）
。

　
と
こ
ろ
で
ア
ル
バ
イ
ト
の
主
た
る
担
い
手
は
大
学

生
で
あ
る
が
、
大
学
生
の
伝
統
的
な
ア
ル
バ
イ
ト
は

家
庭
教
師
で
あ
っ
た
が
、
大
学
進
学
率
が
高
ま
り
学

生
数
が
増
加
し
た
た
め
多
様
な
就
業
機
会
を
求
め
る

学
生
が
増
え
た
り
、
家
庭
教
師
だ
け
で
は
就
業
機
会

が
充
足
で
き
な
い
た
め
、
学
業
と
両
立
可
能
な
雇
用

形
態
と
し
て
小
売
業
、
飲
食
店
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

の
非
正
規
従
業
員
の
仕
事
を
学
生
が
選
択
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
主
婦
と
学
生
で
は
、
労
働
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
可
能
な
曜
日
や
時
間
帯
が
異
な
る
た
め
、

企
業
は
、
両
者
を
補
完
的
に
組
み
あ
わ
せ
、
必
要
と

さ
れ
る
労
働
サ
ー
ビ
ス
需
要
を
充
足
し
て
お
り
、
こ

の
こ
と
も
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
の
活
用
を
増
や
す
こ
と

に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
早
朝
は
大
学
生
の
ア
ル
バ
イ

ト
、
昼
間
が
主
婦
パ
ー
ト
、
夕
方
は
高
校
生
の
ア
ル

多
様
な
働
き
方
は
、
担
い
手
の
就
業
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
も
の
か

　
　
「
非
典
型
労
働
」
の
評
価
に
関
し
て
は
、
大
き
く

分
け
る
と
二
つ
の
対
立
す
る
見
方
が
あ
る
。
一
つ
は
、

「
非
典
型
労
働
」
は
、
就
業
機
会
の
選
択
肢
を
拡
大

し
、
か
つ
「
典
型
労
働
」
に
比
べ
「
柔
軟
な
働
き
方
」

を
提
供
し
て
い
る
と
肯
定
的
に
評
価
す
る
も
の
で
あ

る
。
も
う
一
つ
は
、
「
非
典
型
労
働
」
は
、
就
業
機

会
の
安
定
性
に
欠
け
、
賃
金
な
ど
の
労
働
条
件
が
低

く
、
技
能
レ
ベ
ル
な
ど
も
単
純
な
も
の
が
多
く
、
良

好
な
就
業
機
会
で
は
な
い
と
否
定
的
に
評
価
す
る
も

の
で
あ
る
。
前
者
は
、
「
非
典
型
労
働
」
に
従
事
し

て
い
る
労
働
者
は
、
自
己
の
「
労
働
志
向
」
に
合
致

し
た
就
業
機
会
と
し
て
自
主
的
に
選
択
し
て
い
る
と

考
え
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
「
典
型
労
働
」
の
雇

用
機
会
が
得
ら
れ
な
い
た
め
、
や
む
を
得
ず
「
非
典

型
労
働
」
を
選
択
し
て
い
る
と
す
る
。
ま
た
前
者
の

立
場
は
、
「
非
典
型
労
働
」
に
従
事
し
て
い
る
者
の

「
労
働
志
向
」
は
、
典
型
的
労
働
に
従
事
し
て
い
る

者
と
は
異
な
る
た
め
、
「
労
働
志
向
」
の
違
い
を
無

視
し
て
就
業
機
会
の
あ
り
方
を
外
在
的
に
評
価
判
断

す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
す
る
(
H
l
a
k
i
m
　
一
九

九
八
｝
。
働
く
人
々
の
「
労
働
志
向
」
を
重
視
す
る

見
方
は
、
「
典
型
労
働
」
と
対
比
し
残
余
概
念
と
し

て
「
非
典
型
労
働
」
を
定
義
す
る
の
で
は
な
く
、

「
非
典
型
労
働
」
を
「
新
し
い
働
き
方
」
と
し
て
積

極
的
に
位
置
づ
け
る
考
え
方
に
結
び
つ
く
こ
と
に
な

る
。

　
こ
こ
で
は
「
非
典
型
労
働
」
の
な
か
か
ら
非
正
規

従
業
員
が
主
と
な
る
派
遣
労
働
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
を
主
た
る
労
働
力
構
成
別
に
取
り
上
げ
、
「
典
型

労
働
」
の
代
表
で
あ
る
正
規
従
業
員
と
比
較
す
る
と

と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
い
手
の
「
労
働
志
向
」
や

就
業
形
態
の
選
択
理
由
、
労
働
時
間
の
柔
軟
性
の
程

度
、
さ
ら
に
は
職
業
生
活
の
諸
側
面
に
関
す
る
満
足

度
に
つ
い
て
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
点
を
紹

介
す
る
（
以
下
は
、
佐
藤
博
樹
、
一
九
九
八
に
よ
る
）
。

　
「
非
典
型
労
働
」
に
従
事
し
て
い
る
人
々
は
、
正

規
従
業
員
な
ど
の
「
典
型
労
働
」
の
就
業
機
会
か
ら

排
除
さ
れ
て
い
る
た
め
、
非
自
発
的
に
現
在
の
就
業

形
態
を
選
択
し
て
い
る
と
の
見
方
が
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
分
析
結
果
に
よ
る
と
そ
う
し
た
見
方
が
当
て

は
ま
る
者
が
多
数
を
占
め
て
は
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん

そ
う
し
た
者
が
皆
無
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
派
遣

労
働
者
と
若
年
者
パ
ー
ト
（
二
十
四
歳
以
下
）
で
は

比
較
的
多
く
、
そ
の
比
率
が
二
五
％
程
度
と
な
る
。

他
方
、
既
婚
女
性
パ
ー
ト
（
二
十
五
歳
か
ら
六
十
歳
）

や
高
齢
者
パ
ー
ト
（
六
十
一
歳
以
上
）
で
は
一
〇
％

以
下
と
少
な
い
。

　
「
非
典
型
労
働
」
に
従
事
し
て
い
る
人
々
は
、
正

規
従
業
員
と
は
異
な
る
「
労
働
志
向
」
を
持
ち
、
そ

の
結
果
、
働
く
こ
と
に
期
待
す
る
報
酬
内
容
が
正
規
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従
業
員
と
は
異
な
り
、
就
業
機
会
の
選
択
理
由
も
異

質
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
者
の
「
労
働
志
向
」

を
仕
事
と
生
活
の
重
視
度
の
点
か
ら
比
較
す
る
と
、

正
規
従
業
員
に
比
べ
、
派
遣
労
働
者
と
り
わ
け
女
性

の
派
遣
労
動
者
と
パ
ー
ト
は
、
仕
事
に
比
べ
て
生
活

を
よ
り
重
視
す
る
「
労
働
志
向
」
を
保
有
し
て
い
る

（
表
３
参
照
）
。
こ
う
し
た
結
果
、
「
非
典
型
労
働
」

の
従
事
者
は
、
現
在
の
就
業
形
態
を
選
択
す
る
際
、

自
分
の
生
活
と
折
り
合
い
の
つ
け
や
す
い
働
き
方
で

あ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
女
性
の

派
遣
労
動
者
と
パ
ー
ト
で
と
り
わ
け
顕
著
で
あ
る
。

実
際
、
「
非
典
型
労
働
」
は
、
正
規
従
業
員
に
比
べ

労
働
時
間
管
理
の
柔
軟
性
が
高
く
、
そ
う
し
た
就
業

形
態
を
選
択
し
た
人
々
の
就
業
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
や

す
い
も
の
で
あ
る
。

　
「
非
典
型
労
働
」
と
し
て
派
遣
労
働
と
パ
ー
ト
を

取
り
上
げ
た
が
、
そ
の
な
か
の
女
性
の
派
遣
労
働
者
、

既
婚
女
性
パ
ー
ト
、
若
年
者
パ
ー
ト
、
高
齢
者
パ
ー

ト
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
労
働
志
向
」
や
就
業
ニ
ー

ズ
に
合
致
し
た
働
き
方
と
し
て
、
現
在
の
就
業
形
態

を
自
発
的
に
選
択
し
て
い
る
者
が
多
い
と
見
な
せ
る
。

こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
「
非
典
型
労
働
」

に
従
事
し
て
い
る
人
々
の
職
業
生
活
に
関
す
る
満
足

度
は
、
正
規
従
業
員
を
上
回
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

（
表
４
）
。
と
り
わ
け
、
パ
ー
ト
の
職
業
生
活
満
足
度

が
き
わ
め
て
高
い
。
パ
ー
ト
に
関
し
て
は
正
規
従
業

員
に
比
べ
時
間
給
が
低
い
こ
と
や
、
ま
た
パ
ー
ト
と

派
遣
労
働
と
り
わ
け
登
録
型
の
派
遣
労
働
者
に
関
し

て
は
、
雇
用
が
不
安
定
で
あ
る
と
の
デ
ー
タ
が
示
さ

れ
て
い
る
。
確
か
に
パ
ー
ト
の
賃
金
に
関
す
る
満
足

度
は
プ
ラ
ス
が
マ
イ
ナ
ス
を
上
回
る
が
、
そ
の
程
度

は
大
き
な
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
登
録
型
の
派
遣
労

働
者
の
賃
金
や
雇
用
の
安
定
性
に
関
す
る
満
足
度
も

一

決
し
て
高
く
は
な
く
、
賃
金
に
関
し
て
は
不
満
が
大

き
い
。
し
か
し
な
が
ら
両
者
の
職
業
生
活
に
関
す
る

総
合
的
な
満
足
度
は
、
正
規
従
業
員
の
水
準
を
大
き

く
上
回
る
。
こ
う
し
た
結
果
を
解
釈
す
る
に
は
、
労

働
者
に
よ
っ
て
「
労
働
志
向
」
や
就
業
ニ
ー
ズ
が
異

な
り
、
異
な
る
志
向
や
ニ
ー
ズ
を
持
つ
者
は
、
同
一

の
客
観
的
状
況
に
関
し
て
異
な
る
評
価
を
下
す
こ
と

に
な
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
例

え
ば
、
女
性
の
正
規
従
業
員
、
女
性
の
登
録
型
の
派

遣
労
働
者
、
女
性
の
既
婚
パ
ー
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
は
、

異
な
る
「
労
働
志
向
」
や
就
業
ニ
ー
ズ
を
持
ち
、
そ

う
し
た
志
向
や
就
業
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
う
る
と
考
え

る
就
業
機
会
を
選
択
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
「
非
典
型
労
働
」
の
就
業
者
の
す
べ
て

が
、
自
主
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
就
業
形
態
を
選
択
し
た

り
、
今
の
就
業
形
態
を
今
後
も
継
続
し
た
い
と
希
望

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
就
業
形
態
に
よ
っ
て
は
、

そ
の
四
分
の
一
程
度
が
他
の
就
業
形
態
へ
の
移
行
を

希
望
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
層
に
関
し
て
は
、
他
の

就
業
形
態
間
へ
の
円
滑
な
移
動
が
可
能
と
な
る
仕
組

み
の
整
備
が
課
題
と
な
る
。
つ
ま
り
各
就
業
形
態
間

を
移
行
で
き
る
仕
組
み
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。
能

力
開
発
機
会
の
提
供
や
職
業
紹
介
機
能
の
強
化
が
そ

の
一
つ
の
方
法
と
な
る
。

　
さ
ら
に
い
ず
れ
の
就
業
形
態
に
も
職
業
生
活
の
諸

側
面
に
お
け
る
質
の
改
善
が
求
め
ら
れ
る
部
分
が
存

在
す
る
。
し
か
し
改
善
の
方
向
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
就

業
形
態
の
間
に
見
ら
れ
る
相
違
を
な
く
し
て
い
く
こ

と
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
就
業
形
態
の
担
い
手
の

「
労
働
志
向
」
や
就
業
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

特
集
・
多
様
化
す
る
働
き
方
と
こ
れ
か
ら
の
都
市
①
多
様
化
す
る
働
き
方
～
担
い
手
と
そ
の
特
徴

５
一
新
し
い
自
営
業

　
多
様
な
就
業
形
態
の
う
ち

主
と
し
て
非
正
規
従
業
員
を

議
論
し
て
き
た
。
最
後
に
自

営
業
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
新

し
い
働
き
方
を
取
り
あ
げ
よ

　
開
業
率
の
低
下
や
失
業
率

の
上
昇
を
背
景
に
、
産
業
の

活
力
維
持
・
向
上
や
雇
用
機

会
の
創
出
の
た
め
に
、
新
規

創
業
支
援
が
政
策
課
題
と
な
っ

生活重視度指数表－３

表－4　職業生活に関する評価（満足度指数）
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て
い
る
。
と
こ
ろ
で
開
業
者
の
供
給
源
は
四
十
歳
前

後
の
男
性
雇
用
者
に
集
中
し
て
い
る
（
国
民
金
融
公

庫
総
合
研
究
所
、
一
九
九
八
）
。
そ
こ
で
開
業
率
を

高
め
る
方
法
と
し
て
開
業
の
担
い
手
の
多
様
化
が
注

目
を
集
め
て
い
る
。
若
年
者
（
含
む
学
生
）
、
女
性
、

高
齢
者
の
開
業
希
望
者
を
拡
大
し
、
実
開
業
率
の
向

上
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み

に
仕
事
を
変
え
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
雇
用
者

（
正
規
従
業
員
）
の
う
ち
開
業
希
望
者
は
、
女
性
が

六
・
七
％
（
正
規
従
業
員
七
・
九
％
）
、
男
性
が
二

五
・
七
％
、
（
正
規
従
業
員
二
八
・
三
％
）
で
、
開

業
希
望
者
に
占
め
る
女
性
比
率
は
九
・
八
％
で
し
か

な
い
（
総
務
庁
統
計
局
、
一
九
九
八
）
。
男
性
雇
用

煮
に
比
べ
女
性
雇
用
者
に
占
め
る
開
業
希
望
者
が
少

な
い
こ
と
が
わ
か
る

　
男
性
の
四
十
歳
前
後
の
開
業
者
に
比
べ
る
と
、
女

性
開
業
者
や
高
齢
開
業
者
で
は
、
企
業
の
成
長
・
拡

大
や
所
得
増
大
よ
り
、
自
分
の
能
力
・
適
性
の
発
揮

あ
る
い
は
生
活
と
の
調
和
を
可
能
と
す
る
働
き
方
と

し
て
事
業
を
始
め
る
者
が
比
較
的
多
い
こ
と
に
特
徴

が
あ
る
。
こ
う
し
た
結
果
、
開
業
資
金
も
女
性
や
高

齢
者
で
は
、
四
十
歳
前
後
の
男
性
に
比
べ
少
額
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
当
初
は
企
業
の
成
長
や
拡
大
を
考

え
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、
市
場
に
受
け
入
れ
ら
れ

成
長
す
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
女
性
の
開
業
者
で
は
、
自
分
の
趣
味
を
生

か
し
た
ホ
ビ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
用
語
が
あ
て
は
ま
る
事

業
も
少
な
く
な
い
。
さ
ら
に
女
性
で
は
、
自
宅
で
開

業
し
た
り
、
（
在
宅
ビ
ジ
ネ
ス
、
在
宅
就
業
）
、
開
業

業
種
で
は
男
性
に
比
ベ
サ
ー
ビ
ス
、
と
り
わ
け
対
個

人
サ
ー
ビ
ス
業
の
比
重
が
高
い
。
（
労
働
省
女
性
局

編
、
一
九
九
八
）

　
能
力
や
適
性
を
発
揮
し
た
り
、
さ
ら
に
は
生
活
と

の
調
和
を
と
り
や
す
い
働
き
方
と
し
て
、
女
性
や
高

齢
者
の
中
で
開
業
を
希
望
す
る
者
が
増
加
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
業
へ
の
需
要
が
見
込

ま
れ
る
大
都
市
で
は
、
と
り
わ
け
そ
の
可
能
性
が
大

き
い
と
言
え
る
。
し
か
し
そ
の
た
め
に
は
い
く
つ
か

の
環
境
整
備
が
必
要
と
な
ろ
う
。
特
に
女
性
に
つ
い

て
は
、
事
業
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
優
れ
て
い
て
も
事
業

計
画
に
弱
さ
が
見
ら
れ
る
事
例
が
多
い
と
言
わ
れ
る
。

男
性
雇
用
者
か
ら
の
開
業
者
に
比
べ
女
性
雇
用
者
で

は
在
職
中
に
管
理
職
と
し
て
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
経

験
を
積
ん
だ
者
が
少
な
く
、
そ
の
こ
と
が
事
業
計
画

の
質
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
結
果
、
事
業
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
優
れ
て
い
て

も
、
銀
行
な
ど
か
ら
事
業
資
金
を
得
に
く
く
、
開
業

に
い
た
ら
な
い
事
例
が
多
く
な
る
の
で
あ
る
。
同
時

に
女
性
の
開
業
希
望
者
は
従
来
の
男
性
の
開
業
業
種

や
事
業
内
容
と
異
な
る
こ
と
が
少
な
く
な
く
、
銀
行

な
ど
の
資
金
提
供
側
が
事
業
計
画
を
適
切
に
評
価
で

き
な
い
と
い
っ
た
問
題
あ
る
。
女
性
の
開
業
を
拡
大

し
て
い
く
た
め
に
は
、
開
業
希
望
者
の
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
開
発
機
会

や
、
事
業
計
画
の
立
案
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
仕
組
み

の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
な
お
、
財

団
法
人
横
浜
市
女
性
協
会
の
起
業
創
業
講
座
、
神
奈

川
女
性
セ
ン
タ
ー
の
女
性
起
業
家
交
流
セ
ミ
ナ
ー
、

川
崎
市
の
市
民
事
業
女
性
起
業
家
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
は

こ
う
し
た
先
駆
的
な
事
例
と
し
て
評
価
で
き
る
。
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日
本
労
働
研
究
機
構
編
　
一
九
九
五
年
、
『
情
報
通

　
信
機
器
の
活
用
等
に
よ
る
在
宅
勤
務
の
展
開
』

労
働
省
政
策
調
査
部
編
　
一
九
九
六
年
、
『
就
業
形

　
態
の
多
様
化
に
関
す
る
総
合
実
態
調
査
報
告
』

労
働
省
政
策
調
査
部
編
　
一
九
九
七
年
、
『
パ
ー
ト

　
タ
イ
ム
労
働
者
総
合
実
態
調
査
報
告
』

佐
藤
博
樹
　
一
九
八
八
年
、
「
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
の

　
活
用
と
就
業
の
実
態
」
『
季
刊
労
働
法
』
百
四
十

　
九
号

佐
藤
博
樹
　
一
九
九
七
年
、
「
労
働
時
間
制
度
の
弾

　
力
化
か
機
能
す
る
条
件
」
『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』

　
九
月
号
、
四
百
四
十
八
号

佐
藤
博
樹
　
一
九
九
八
年
、
「
非
典
型
的
労
働
の
実

　
態
一
柔
軟
な
働
き
方
の
提
供
か
？
」
『
日
本
労
働
研

究
雑
誌
』
十
二
月
号
、
四
百
六
十
二
号

国
民
金
融
公
庫
総
合
研
究
所
　
一
九
九
八
年
、
「
新

　
規
開
業
白
書
（
平
成
十
年
版
）
」

総
務
庁
統
計
局
　
一
九
九
八
年
、
「
平
成
九
年
就
業

　
構
造
基
本
調
査
（
全
国
編
）
」

労
働
省
女
性
局
編
　
一
九
九
八
年
、
「
基
礎
か
ら
学

　
ぶ
女
性
の
た
め
の
起
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
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